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年  表 

 

西 暦 年 号 事           項 

１６０４ 慶長９ 奥州街道が切り替えられ黒沢尻本町造営される。 

１６４８ 慶安元 黒沢尻川岸に御蔵が置かれる。 

１６８５ 貞享２ 黒沢尻新田町（新町）が町割される。 

１６９７ 元禄１０ 黒沢尻宿駅は本町と新町で分担することになる。 

１８６７ 慶応３ １０月 大政奉還 

１８６９ 明治２ ４月 和賀郡は花巻県となり、８月には江刺県に属する。 

  ６月 版籍奉還 

  この年 政府は鉄道建設を決める。 

１８７０ ３ １０月 工部省創設、鉄道掛をおく。 

１８７１ ４ １１月２日 江刺県廃され盛岡県管轄となる。 

１８７２ ５ １月８日 盛岡県は岩手県と改称される。 

  ９月 新橋、横浜間鉄道開業する。 

  ７月１日 黒沢尻に黒沢尻郵便取扱所が置かれる。 

  ９月１日 宿駅伝馬制度廃止。（陸運会社等の人馬継立開始） 

１８７３ ６ ６月 岩手県所有の艜、小操舟が民間へ払い下げられる。 

  ７月 地租改正布告 

  １１月 太政官第４７号布達で奥州街道が陸羽街道と改称される。岩手県では函館

街道と呼んだ。 

１８７５ ８ ５月 釜石鉱山鉄道着工。１８８０年完成。 

１８７６ ９ ５月２５日 現岩手県域が確定する。 

  ６月８日 太政官達第６０号で国道、県道の制始まる。陸羽街道は国道となる。 

  ６月２６日 和賀川へ九年橋架設される。 

  ７月５日 天皇奥羽御巡幸、黒沢尻を通られる。 

  この年 黒沢尻警察出張所が本町に置かれる。 

１８７９ １２ １月 和賀郡は東西２郡に分割される。 

  ５月 北上川の石巻・一関間蒸気船初めて運行される。 

  この年 陸羽街道の黒沢尻、花巻間切替着工。１８８５年完成する。 

１８８０ １３ ７月 平和街道の工事、黒沢尻と横手から着工する。 

  １０月２３日 東西和賀郡と稗貫郡の郡役所が統合され花巻に置かれる。 

１８８１ １４ ８月１８日 天皇２回目の奥羽御巡幸、黒沢尻を通られる。 

  １１月１１日 日本鉄道会社設立される。  

１８８２ １５ １０月２７日 平和街道の開通式おこなわれる。 
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西 暦 年 号 事           項 

１８８２ 明治１５ この年 盛岡の「き運社」が盛岡・一関間の往復客馬車開業する。 

１８８４ １７ この年 黒沢尻川岸河川運送取扱所組合が結成され、７０人程加盟する。 

１８８５ １８ １月６日 太政官布達により国道の等級は廃され、陸羽街道は国道６号（東京、函

館間）となる。 

  ５月２日 北上廻漕会社設立（盛岡）。北上川の石巻・一関間蒸気船輸送する。 

  ５月 日本鉄道会社、上野・青森までの全線施行を申請する。 

１８８６ １９ ４月１日 仙台・盛岡間の郵便馬車開設する。 

  この年 金ヶ崎から相去丁切までの国道切替完了する。 

１８８７ ２０ １２月 日本鉄道会社、上野・塩釜間開通する。（第一次鉄道熱） 

  この年 私設鉄道条例制定する。 

  この頃より、農村の荷馬車時代始まる。 

１８８８ ２１ ４月 日本鉄道会社、塩釜・盛岡間起工。５月盛岡・青森間起工。 

１８８９ ２２ ４月１日 市町村制施行。 

  ７月 東海道線東京・神戸間開通する（官設） 

  １０月 黒沢尻駅前に金沢屋支店（南部ホテル）開業する。 

１８９０ ２３ １１月１日 日本鉄道会社、一関・盛岡間開通。黒沢尻駅開業する。 

１８９１ ２４ ３月・４月・１１月 黒沢尻川岸３度の大火で被害甚大。 

  ９月１日 日本鉄道会社上野・青森間全通する。 

  １２月 水沢鉱山が古河市兵衛の所有となる。 

１８９２ ２５ ６月２１日 鉄道敷設法公布。横黒線（現北上線）が予定線となる。 

１８９３ ２６ ８月２６日 正岡子規、平和街道を通り黒沢尻に宿泊する。 

１８９４ ２７ ８月 日清戦争起こる（第二次鉄道熱） 

  この年 雨宮敬次郎が仙人鉄山を所有採鉱に着手する。 

１８９６ ２９ １月２０日 岩秋鉄道株式会社（黒沢尻・横手間）創立。発起認可願出願する。 

  ４月１８日 陸羽鉄道株式会社（釜石・黒沢尻・船川間）創立。発起認可願出願す

る。 

  ６月１５日 三陸大津波。死者１８，１５８人。 

  ８月３１日 陸奥大地震、西和賀郡、秋田県仙北・平鹿郡甚大な被害をうける。 

１８９７ ３０ ４月１日 東西和賀郡を廃止。和賀郡となる。役所を黒沢尻に置く。 

１９００ ３３ ３月 私設鉄道法、鉄道営業法公布。 

  １１月 仙人製鉄所、日本最初の低燐銑鉄製造を開始する。 

１９０４ ３７ １月 日露戦争起こる。 

１９０５ ３８ ９月１４日 奥羽線（福島・青森間）全通する（官設） 

１９０６ ３９ ３月３１日 鉄道国有法公布。日本鉄道会社他１６社国有となる。 

１９０７ ４０ ６月２３日 和賀軽便人車鉄道会社（黒沢尻・仙人間）開通式をおこなう。 
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１９０８ 明治４１ ４月１２日 北上川に珊瑚橋（木橋）架設される。 

１９０９ ４２ １０月１２日 上野・青森間の鉄道を東北本線と名づける。 

１９１０ ４３ ４月 軽便鉄道法を公布する。 

１９１２ ４５ この年 蒸気機関車の全面国産化に成功する。 

１９１４ 大正３ １１月１５日 黒沢尻電気㈱夏油川水神発電所開業、黒沢尻町他２村に供給する。 

  この年 横黒線は鉄道会議で鉄道敷設法予定線に再編入され、敷設案が議会で可決

される。 

１９１６ ５ ２月 横黒線が鉄道敷設法予定線より削除し、軽便鉄道法に基づいて建設すること

が両院で可決される。 

  １１月 和賀郡産馬畜産組合の馬検場・市場等が新設（現北上市役所）される。 

１９１７ ６ ９月 横黒線の西線（横手側）が起工される。 

１９１８ ７ ４月１日 黒沢尻町に電話が開通する。 

１９１９ ８ ４月１１日 道路法公布（第１次道路改良計画）、平和街道が県道黒沢尻・横手線と

改称される。 

  ５月 横黒線の東線（黒沢尻側）が起工される。 

  この年 岩手県内の銅鉱山数１２９、うち和賀郡が９３を占める。 

１９２１ １０ ３月２５日 横黒線藤根・横川目駅開業。１１月１８日岩沢・和賀仙人駅開業する。 

  ５月２１日 展勝地開園する。 

１９２２ １１ １０月１９日 和賀軽便軌道㈱解散する。 

１９２３ １２ ４月５日 江釣子駅開業（請願駅）。 

１９２４ １３ １１月１５日 横黒線全通式を横手町でおこなう。 

１９２６ １５ ４月 黒沢尻・横川目間のバス運行始める。 

  １１月 岩谷堂街道の男山下の川べり開削され県道に昇格。 

１９３１ 昭和６ この年 直轄国道の改修事業始まる。 

１９３３ ８ この年 第２次道路改良計画を立てる。 

  ２月 九年橋、コンクリート製の永久橋になる。 

  ８月 珊瑚橋、現在のゲルバー橋竣工する。 

１９３６ １１ この年 和賀郡中央耕地整理組合１３００町歩開田事業完了する。 

１９３８ １３ １１月６日 岩手陸軍飛行場（後藤野）竣工式をおこなう。 

１９４０ １５ ８月８日 国産軽銀岩手工場操業開始式をおこなう。 

１９４３ １８ この年 全国自動車国道計画をたてる。 

１９４８ ２２ １月１日 建設院が発足、同年７月１日建設省と改める。 

１９５０ ２５ １０月 釜石線全通する。 

  １１月 村崎野信号場、駅に昇格する 

 



4 
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１９５１ 昭和２６ １２月４日 東北本線黒沢尻・村崎野間複線開通する。 

１９５２ ２７ ６月 新道路法が公布される。東京・青森間一級国道４号。県道黒沢尻・横手間が

二級国道大船渡・本荘線となる。 

１９５４ ２９ ４月１日 北上市市制施行。 

  １１月１０日 黒沢尻駅を北上駅と改称する。 

  この年 第１次道路整備５カ年計画が策定される 

１９５６ ３１ この年 日本道路公団が設立される。 

１９５７ ３２ この年の神武景気から日本経済の高度成長が始まる 

１９６４ ３９ ４月１日 花巻空港を開港する。 

  １０月 東海道新幹線営業開始する。 

  １１月５日 湯田ダムの完工式おこなわれる。 

１９６６ ４１ １０月２０日 横黒線を北上線と改称する 

１９７４ ４９ ４月２２日 国道４号北上バイパス完成する。 

１９７７ ５２ １１月 東北自動車道一関・盛岡間開通する 

１９８２ ５７ ６月 東北新幹線大宮・盛岡間開業する。 

１９９１ 平成３ ４月１日 新北上市誕生する 

１９９３ ５ ８月５日 北上川に日高見橋完成開通する 

１９９４ ６ ８月４日 秋田自動車道北上西インター開業する。 

１９９７ ９ ４月 国道１０７号江釣子バイパス完成する。 

  ７月２３日 秋田自動車道秋田市まで開通する。 

 

 


